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AbstractUtilizationpattemoflatrinesbyamaleJapaneseserow(QZplfcor"isclfSp“）

wasinvestigatedinhishomerangearea，betweenMarChl994andJanuaryl996in

Kyushu，Japan・TheJapaneseserowselectedrelativelyflatshelfonsteepslopefbrits

latrines、Atotalof201atrineswasfoundinapartofmovmgrangeofthemale(Ｃａ､１

ha)．Ｔｈｅｎumberofdungpilesperlatrinenuctuatedseasonallybetweenlandll・

ｎｌｅｍａｌｅｔｅｎｄｅｄｔｏｕｓｅｔｈｅｓａｍｅｐｌａｃｅsfbrlatrinesiteevenafteralldungpileswere

decomposed・ＴｈｅdistributionandutilizationpattemoflamnesweIcdiscussedinre‐

lationtoterritorialityandrangeuseoftheJapaneseserｏｗ．

はじめに

ニホンカモシカ（C叩"”ｼ@だc7fS”sTEMMINcK，以下カモシカと表記）は本州・四国・九州に分

布する日本固有種で，国の特別天然記念物として保護されている．九州では大分・熊本・宮崎各

県の山岳地帯を中心に約2000頭が生息していると推定され（大分・熊本・宮崎県教育委員会，

1996)，保護に留意すべき地域個体群とされている（環境庁，1991)．カモシカは一回に平均250か

ら300粒ほどの粒状の糞を排池するが（羽田ら，1965;平田ら，1973)，一定の場所に繰り返し排

池することから，特有の糞場が形成されることが多い（羽田ら，1965)．このことを利用して，糞

塊や糞粒の密度を求め，生息密度の推定に使われており，推定に必要な定数として糞塊や糞粒の

消失率や発見率などはこれまでよく調べられている（たとえば，森下・村上，1970)．また，糞場

は長く残存しよく目立つために，同性間で排他的ななわばりをもち，一夫一妻型の社会を基本と
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する（KIsHIMoTo，1989;OcHIAI，1993）カモシカのなわばり行動に関連した機能を持つと考えら

れる．しかし，カモシカが一つの糞場をどのように使うかなどその利用様式については必ずしも

明らかではない．

九州の生息地において，1993年よりラジオ・トラッキング法によるカモシカの行動圏に関する

調査が試みられている．その過程で１個体の雄の行動圏内に糞場が集中する地域が見い出された．

そこで，カモシカの糞場利用様式とくに行動圏利用と糞場利用の関係を明らかにするための調査

を行ったのでその結果を報告する．

方 法

調査は大分県大野郡緒方町下尾平地区の標高470ｍから850ｍに位置する地域で（Fig.１)，ス

ギ・ヒノキ植林地を中心として落葉広葉樹林，常緑広葉樹林などが点在する植生となっている．
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この地域で1993年12月から1994年８月まで（前期）および1995年５月から７月まで（後期)，カモ
シカ１頭について追跡調査が実施された．この個体は1993年の捕獲時に角の角輪数から７才の雄
の成獣と推定され，1995年７月末に病死したことが確認されている．

まず前期のラジオ・トラッキングの位置の分布から判定された行動圏内で，特に利用頻度が高
い地域と地形から判断して糞場として利用きれる可能性が高いと思われた急傾斜の地域を選んで

1994年３月から1995年７月の間に糞場の有無を調べた．とくに糞場が多く発見された約１haの地

域（以下糞調査地）では1994年３月から1996年１月まで１～２箇月毎に糞場を探索し，利用の有
無および糞塊数とその経時的な変化を調べた．この糞調査地はスギ・ヒノキ植林地等の人工林地

の中に島状に残された照葉樹萌芽二次林で，露岩が吃立する急峻な地形となっている．糞場では，

糞場周辺の環境，その斜面の平均的な傾斜，傾斜の方向，糞場の傾斜などの特徴と，糞塊数と糞

塊の形状，新しさの程度を記録した．新しさの程度は排世後間がないと思われる糞粒に光沢が

残ったものをａ，乾燥しているが粒が完全に残っているものをｃ，その中間をｂとし，粒がこわ

れているものをｄ，いくらか粒の痕が認められるがほとんど土になっているものをｅとして，５

段階で記録した．糞場の数は互いに１ｍ以内に存在した糞塊を１糞場として処理した．

結 果

糞場の分布と経時変化

調査対象としたカモシカ雄個体の行動圏内の，糞調査地（行動圏の北西端約lhaの地域）以外

で発見された糞場の位置をFig.１に示す．調査面積は約１km2の行動圏の広さに対して十分とは

いえないが，後に糞場利用を検討した糞調査地以外では６糞場が確認されただけであった．

Fig.２に糞調査地内で発見された糞場数と糞塊数の変化を示している．また，糞塊の鮮度の構
成をａ＋b,ｃ＋d,ｅの３段階で示している．調査を開始した1994年３月には11糞場が認められ，そ

の後，1996年１月までに合計20箇所が確認された．1995年４月に急に糞場数が上昇しているが，

これは狭い範囲で５箇所のまとまった糞場が発見されたことによっており，糞の状態から見落と

しであったものと判断された．これらの糞場に存在した糞塊数は合計で８から58で，糞場あたり

では1.3から4.1であった．

付け加わりから消失まで追跡できた糞塊は29例で，その持続期間は平均7.2箇月（４箇月から１１

箇月）であった．これより，月あたりの糞塊消失率は平均0.139（0.091から0.25）となった．

糞場の利用の季節変化

Fig.３には長期間その存在が認められた代表的な４つの糞場の糞塊数の変化を示している．こ
こで見られたカモシカの糞場は，各調査時の平均糞塊数が1.3～4.1であったが，No.５の糞場の

ように最大11の糞塊があるような大きなものもあった．各糞場は場所による微細環境の違いや糞

虫の寄生の程度により，長期間利用されなくても糞場の痕跡が残っているものから，比較的短期

間で一見糞場として認識できなくなるものもあった（Fig.３で糞塊数がＯとなっている)．今回の

調査では，このような一見糞場と認められなくなっても再度利用されることが確認された．

Fig.３にはａまたはｂ段階と判断された比較的新しい糞が見られた時期も示している．この４
つの糞場では１月から３月にかけてのみ糞場として利用されているが，他の糞場でも新しい糞が

認められたのは１月から５月に限られていた（Fig.２参照)．前後の調査時期を考慮すると，この

糞調査地は12月から６月の半年間のみ糞場として利用されていたと判断された．なお，２０箇所の

糞場のうち，各回の調査で同時に利用されていた最大数は11箇所であった．
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糞場の環境

糞調査地で発見された20箇所の糞場の環境条件はTtlble１，２のようである．まず，尾根筋とそ

れ以外の斜面とにわけてみると，全ての糞場は斜面にあり，尾根にあるものはなかった．場所の

タイプでは，岩石の直下１ｍ以内で棚状になった部分，樹木の根元で，やはり１ｍ以内の棚状に

なった部分，そのいずれでもないその他のタイプにわけてみると，ほとんどの糞場は岩石の直下

にあり，一部が樹木の根元にあって，けもの道上などその他のタイプは少ない．次に，糞場が発

見された斜面の方位は北東から西向きとなっているが，これは調査地の斜面全体がこの方向にあ

ることによっていると思われる．

環境条件の中でも特に糞場の形成に影響すると予想される傾斜についてTable2にまとめてい

る．糞場が発見された場所での平均的な傾斜は平均33.1度で，調査地全体はかなり急傾斜地と

なっている．これに対し，糞場そのものの傾斜は平均19.1度で，全体の傾斜に比較して緩やかと

なっている．糞場自体の傾斜と斜面の傾斜との差を糞場毎にみると斜面の傾斜が大きいほど差が

大きくなる，すなわち斜面の傾斜にかかわりなく平坦に近い部分を選択する傾向が伺われ，その

差の平均は14度であった．

ｍｂｌｅｌ・Distributionof201atIinesofJapanesesemwfbundinlatrine-researchar巴ainrela‐

tiontotheirsitetopo厚aphy．

location

n(％）

typeofplace＊
、(％）

dirEctionofslope*＊
、(％）

ridge
O(0）

Ａ

14(70）

0-45

7(35）

45-90

０(O）

slope
20(100）

Ｂ

４(20）

90-135

０(0）

135-180

０(O）

Ｃ

２(10）

180-225

０(O）

225-270270-315315-360

０(0）６(30）７(35）

＊Ａ:withjnlmfrommcks;Ｂ:ｗｉｔｈｉｎｌｍｈｏｍ位ees;Ｃ:others．

*＊。e厚Eｅｆｍｍｎｏｒｔｈ

通ｂｌｅ２、Dismbutionof201atrinesofJapanesesemwfOundinlatrine-researchaIEainrela‐
tiontotheirsiteinclim↑ion：

(a)averageinclination(｡e摩ee)ofslope
n(％）

（b)indjnation(degree)atlatrine
n(％）

differEncebetween(a)ａｎｄ(b）
、(％）

0-1010-2020-3030-4040-50

０(O）Ｏ(0）９(45）５(25）６(30）

０－５5-1010-1515-2020-2525-30

０(O）１(5)２(10）８(40）７(35）２(10）

-5-00-55-1010-1515-2020-2525-30

１(5)２(10）３(25）２(10）３(１５）５(25）２(10）

考 察

mean(｡e厚ee）
３３．１

mean(degree）
19.1

ｍｅａｎ(｡e摩ee）
１４．０

この地域で行動追跡を行い得たのは雄成獣の１頭のみであるが，地元住民の情報によれば，少

なくとももう１頭のカモシカがいたとされている．この雄個体はラジオ・トラッキングによる追

跡の前期には季節的に行動圏内を周回するように利用しており，冬期に糞調査地周辺を集中利用

したことがわかっている（大分県教育委員会，1996)．初夏から夏に糞調査地を含む狭い範囲を行

動圏としていた後期にも糞調査地内はほとんど利用しておらず，このことは新しい糞の付け加わ



１１０ 馬場稔・土肥昭夫・河野淳一・志水輝昭

りがなかったことからも裏付けられた．また，他のカモシカも同様に糞調査地を利用していな

かったと考えられた．なお，テレメトリー追跡個体が死亡した1995年７月末から調査を終了した

1996年１月まで糞調査地での糞場の利用は認められなかった．このことから，この糞調査地の糞

場を利用していたのは追跡個体のみであったことが示唆される．

今回の調査により，長期間利用されずほとんど糞場の痕跡をとどめていなくても再度利用され

ることが確認された．この要因としては臭いなどの化学刺激が残っているか，糞場として好適な

場所が限られていることが考えられる．この調査地ではイノシシやイヌなど他の獣類の糞が同所

的にあっても利用されていたことからも後者の可能性が強いと思われた．

今回対象としたカモシカの行動圏内では，全域の糞の分布調査は実施できなかった．しかし，

経験的に糞場が存在すると思われる急傾斜地を選択しての探索によっても，糞調査地とした地域

以外ではほとんど発見されなかった．ここで，糞塊数から生息密度を推定する式から，このカモ

シカの行動圏にどれだけの糞塊が存在するかを推定してみた．通常，生息密度ｎは糞塊の消失率

β，発見された糞塊数Ｆ，，糞塊の発見率α，単位時間あたりの平均排出糞塊数Ｈ，調査面積Ｓか

ら

、＝βF，/αＨＳ

で推定される（森下・村上，1970)．この調査地では前述のように２頭のカモシカが生息していた

と仮定され，面積は行動圏から約１km２とみなせる．各パラメーターの推定値としてβ＝0.0428

／月，α＝0.39,Ｈ＝90／月を使用すると（森下・村上，1970;小野・土肥，1984)，Ｆ'＝1640とな

り，このカモシカの行動圏全体では1640個の糞塊が見つかることになる．糞塊の消失率として今

回の調査で得られた値0.139をあてはめると，505となる．対象とした糞調査地はおよそ１haであ

るから，行動圏全体に一様に糞塊が分布するとすればこの調査地には5.1～16.4個の糞塊数が得ら

れることになる．実際には，このカモシカが糞調査地を行動圏の一部として利用していたと判断

される時期には最大58の糞塊が発見されており，繰り返しの調査でやや発見率が上がったであろ

うことを考慮しても糞場としての利用が集中していた場所であったと判断される．すなわち，カ

モシカの糞場・糞塊の分布は一様ではなく，また，行動圏内の利用の季節変化とともに利用され

る糞場も変化するといえる．なお，今回得られた糞塊消失率はこれまでに野外実験等で得られて

いる値よりかなり高いが，これは糞虫密度や糞場の物理化学的な微細環境の違いによると思われ

る．

糞場として利用される地形的な環境としては，急傾斜地の中で岩の下など比較的傾斜が緩やか

な棚状になった部分が好まれており，これまでの痕跡調査で認められていたことが再確認された

(羽田ら，1965;平田ら，1973)．

カモシカは同性間でなわばりをもつ（KIsImvIoTo，1987）ことから，糞場がなわばりの維持と何

らかの関連を持つと考えられている．しかし，糞場が1年を通した継続した利用はされていないこ

とや，行動圏の中で糞場が集中していたのは比較的交通量の多い県道や河川によって隣接するカ

モシカの生息可能地域となかば分断されている場所であったことなどから，なわばり行動と糞場

とは関連しないと思われる．むしろ，カモシカが糞場としてどのような場所を選択しているかに

ついては前述のように地形の影響が大きいと思われる．
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